








要約:被虐待児症候群の意識調査を行い、地域フィールドにおける虐待ハイリスク群への

援助システムを作成した。意識調査は、比較的小児に接する機会の多い職種を対象にアン

ケートを行なった。結果は、被虐待児の経験は少なく、虐待発見時の通告義務などの法的

側面の知識はきわめて乏しいというものであった。このような結果を踏まえ、各方面への

講習会などを積極的に進めながら虐待児、虐待ハイリスク群への援助システムを実施する

予定である。和歌山県での援助システムの仮案を作成したが、フィー

ルドでの調査の結果から修正を加え、発見のチェックリスト作成、虐待予防マニュアルの

作成へつなげていきたい。最後に和歌山県の平成 5年度までの被虐待児症候群の実態調査

を医療機関、保健所、児童相談所で行ったが、今後虐待予防の観点から実態調査表を十分

検討する予定である。


